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1 再整備の背景と本計画の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現在の藤沢駅周辺地区は、1960年代から 1970年代の藤沢駅及び駅周辺の整備以降、

大きな機能更新を行わないまま現在に至っており、まちの活力の低下を招いている一

因となっています。駅前広場を含めた駅周辺市街地の機能更新が求められています。 

藤沢駅周辺の現状 

 商業売上が減少し、地区の活力が低下している 

  

 駅周辺地区の建物更新が求められている 

 鉄道利用者は、増加の傾

向が見られるのに対し、小

売り販売額は駅南口、北口

ともに傾少傾向にあり、駅

周辺の商業活力は低下の傾

向が続いています。 

 

 南口駅前広場に面したビルは、1960年代から 1970年代にかけて南口駅前広場の
整備や藤沢駅の橋上駅舎化と同年代に建築されたものが多く、ビルの老朽化が進
み、建て替えや機能更新が求められています。 

（１）再整備の背景 

藤沢駅周辺の歴史的な変遷 

かつて旧東海道の宿場町として栄え、明治以降は東海道本線の開通（1887年）、江

ノ電藤沢駅（1902 年）、小田急藤沢駅（1929 年）の開業に伴い、駅周辺が観光拠点

となり、にぎわいを持つエリアへと成長しました。 

 南口の土地区画整理事業や北口の市街地再開発事業等により、駅周辺に大型の商

業施設が立地し商業が集積しましたが、その後現在まで駅周辺は大きく姿を変えて

いません。整備から 40年以上が経過し、市街地の機能更新が求められています。 

 
江戸時代～明治時代 

 
明治時代～昭和時代 

 
昭和時代～現代 

にぎわいエリア 

藤沢駅の鉄道利用者の推移と 
藤沢駅北口と南口の小売業の販売額の推移 

鉄道利用者：増加 
商業売上  ：減少 
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1 再整備の背景と本計画の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）本計画の位置付けと計画範囲 

藤沢駅周辺地区の再活性化に向け「藤沢駅周辺地区再整備構想・基本計画 (2012

年 3月）」を策定し、その実現に向け、先導的な役割を果たすべく、様々な整備事業

を展開しています。 

 本計画は、藤沢駅・駅前改良による、南北連携強化と新たな顔づくり事業の一つ

として「南口駅前広場（図の⑩）」を計画の範囲とし、南口駅前広場・デッキ整備事

業の方針を定めるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「藤沢駅周辺地区再整備構想・基本計画」に基づく事業計画案（2013 年（平成 25 年）10 月

公表）の進捗状況（2021 年（令和 3 年）1 月時点） 
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1 再整備の背景と本計画の位置付け 

2 藤沢駅周辺地区の位置付けと求められている機能や役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.  

 

藤沢駅周辺地区は、都市マスタープランなどの上位計画において都市づくりの目標、地区の位置付けが定められています。 
これらの上位計画に定められている内容を踏まえ、駅周辺地区の位置付け、求められている機能・役割を整理しました。 

 

 

藤沢駅周辺地区の位置付け      

  湘南の玄関口としての広域交通拠点 

  機能や建物更新の促進等による商業、業務、行政、文化、都心居住機能の充実 

  南北間の連携を強化した多機能回遊型の藤沢都心部 

  駅から「人」・「交流」・「活力」を地区全体に波及させる機能 

藤沢駅周辺地区に求められている機能・役割 

 藤沢駅周辺は、地域経済の拠点 

 江の島、湘南、鎌倉観光の玄関口 

 湘南の気候や風土、歴史や文化の蓄積に根ざした都市空間 

 藤沢市の都心にふさわしい、風格のあるシンボルとなる都市空間 
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1 再整備の背景と本計画の位置付け 

 

 

 

 

 



 

 

5 

3 南口駅前広場の現況と目指す将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JR 線 

（１）南口駅前広場の利用特性 

藤沢駅は、ＪＲ東海道本線（以下「ＪＲ線」という。）、小田急江ノ島線（以下「小

田急線」という。）、江ノ島電鉄線（以下「江ノ電」という。）の３線が乗り入れて

いると共に、バス、タクシーとの交通結節点として、位置付けられております。鉄

道乗降客数は、乗換客も含めると１日約４０万人が利用しています。また、駅前広

場は鉄道利用者以外の人も利用しており、南口駅前広場では１日約１７万人の人が

利用しています。 

駅前広場の利用者動向 
※1日当たりの人数 

北口駅前広場利用者数 

約11 万人 

鉄道利用者／非鉄道利用者 

約 5.3 万人／約 5.7 万人 

南口駅前広場利用者数 

約17 万人 

鉄道利用者／非鉄道利用者 

約 7.5 万人／約 9.5 万人 

※ 各数値は複数の統計データによる推計値 
※ 乗降客数は H28年大都市交通センサスより推計 
※ 駅前広場利用者数は H28年大都市交通センサス・H24年実施の実態調査データより推計 
 

・藤沢駅の乗降客数は、1日当たり約 40万人であり、乗換利用者は 13.4 万人です。 

 そのうち、江ノ電へ乗り換える利用者は 2.7万人です。 

・南口駅前広場利用者は約 17万人であり、87％が徒歩利用者です。南口は北口に 

比べ、徒歩利用者割合が高い傾向となっています。 

小田急線 藤沢駅乗降客数 

39.5 万人 
2.1 万人 0.6 万人 

10.7 万人 

江ノ電 乗換利用客 
13.4 万人 

JR 線 
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3 南口駅前広場の現況と目指す将来像 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歩行者数については、ＪＲ線、小田急線と江ノ電を結ぶデッキの利用者は多いも

のの、それ以外については、地上部が主要な動線となっています。 

・南口広場はデッキ部よりも地上部の方が、歩行者が多い傾向です。 

・地上部では、地下通路へ降りるスロープ付近の利用者が多く、それらの歩行

者は北側への地下通路、東側及び南側市街地へと流動しています。 

・デッキレベルでは乗り換え利用者が中央デッキを主に利用しています。 

 

駅前広場の歩行者数 2012 年（平成 24 年）11 月 1 日（木） ※12 時間当たりの人数 
     (7:00～19:00) 

地上部 JR 線、小田急線 
藤沢駅 

デッキ部 

江ノ電 
藤沢駅 

JR 線、小田急線 
藤沢駅 
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3 南口駅前広場の現況と目指す将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「藤沢らしさ」とは（第 2回藤沢駅南口駅前広場等あり方検討会議より） 

・潮風、明るい、暖かい、柔らかい、優しいといったイメージがある 

湘南の中心地 

・緑が豊かで気候も暖かく住みやすい場所 

・ほっとするような空気感ある 

・平均点を少し上回った生活 

藤沢駅 

（急な下り坂と長い階段） （車と人の動線の交錯） 

（タクシーと一般車の動線の交錯） （バスと一般車の動線の交錯） （柱が多く歩行者空間が狭い） 

【歩行者】 

① 歩きにくい、見通しが悪い 

・歩行者やバス待ちの人が多いが、歩道が狭い 

・デッキの柱がある 

② 交差点での歩行者と車両交通の交錯 

③ デッキのバリアフリーが困難 

・昇降施設の設置やデッキ面の勾配の解消が困難 

④ 鉄道間や鉄道とバス、タクシーとの乗り換えがわかりにくい。不便。 

 

 

【バス・タクシー・一般車・自転車】 

① バス、タクシーと自転車、一般車、荷捌き車との交錯 

② 交差点での自転車とバス、タクシー、一般車の交錯 

 

 

【にぎわいや駅周辺の再活性化】 

① 駅や駅周辺に人は多くいるが、「にぎわい」 はあまり感じられない。 

活気がない。 

② 駅と周辺とのつながりが弱い。駅前からまちへ人が流れていかない。 

③ 憩いや交流のための空間がない。藤沢らしさがあまり感じられない。 

（２）南口駅前広場の課題 

藤沢駅南口においては、1960 年代から 1970 年代に整備されて以降、基盤の更新が 

ほとんどなされておらず、交通量の増大や社会経済情勢の変化に対応できなくなり 

つつあります。 

 

現状の主な課題 
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3 南口駅前広場の現況と目指す将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）南口駅前広場の目指す将来像 

藤沢駅周辺地区に求められる機能や役割、また地区の特性や課題等を踏まえ、藤沢駅南口駅前広場の目指す将来像は次のとおりとします。 

・広域交流拠点としての市の玄関口 

・鉄道３路線が結節する広域的な交通拠点 

・交通の利便性と暮らしやすさの両立した魅力的な居住地 

ゆたかなくらしを未来につなぐ・にぎわいのある湘南の玄関口 

・商業が放射状に広がる特色を活かし、地上部の回遊性を強化 

・日常における市民に開かれた場 

・江の島、湘南の海への玄関口 

広域から見た藤沢駅周辺の位置付け 市民から求められる駅前広場の機能 南北のまちの特徴から見た南口の役割 

・藤沢らしい特徴や魅力のあるお店（藤沢産のものが買える等） 

・くつろげる、便利なオープンカフェや飲食スペース等の滞留空間 

・イベントや情報が集まる広々としたスペース 
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4 南口駅前広場の再整備方針 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 段差解消や勾配軽減等のバリアフリーやユニバ

ーサルデザインに配慮するとともに、歩行者の

安全性を高め、誰にとっても移動のしやすい快

適で安全な歩行空間づくりを行います。 

 周辺の街区や商業施設とのにぎわいの連続性を

向上させ、人々がまち全体を回遊しやすくなる

ような駅前広場を整備します。 

 駅前広場内に必要な機能の整理を行い、車道空

間と歩道空間を再配分することで広場内に滞留

する空間を創出するとともに、車道空間につい

ても、交錯している車両の整序化を図り、安全

性を高めます。 

 現状の通り過ぎてしまうだけの駅前広場に市民

が過ごせる滞留スペースを新たに整備します。

この滞留スペースでは、ちょっとしたイベント

や、休憩、こどもが遊べるような機能を設けま

す。また、適切に使われるように 維持管理を

行い、居心地のよい場づくりを行います。 

南口広場の目指す将来像の実現に向け、再整備方針及び取組事項を次のとおり

位置付けます。 

①－１ 地上部の歩いて心地よい空間づくり 
→駅前広場を囲む歩行者動線を現況よりも拡幅し、広々として歩いていて心地よい空

間をつくります。 

①－２ まちの個性がにじみだす空間づくり 

→周辺のまちの個性がにじみだすような空間を随所に設け、駅前広場と周辺のまちへ

のつながりを高めます。 

取組事項 

②－１ 交通広場へ導入する機能の再整理 

→交通広場は公共交通（バス・タクシー）を中心とし、安全性を向上し、コンパクトな

広場とします。車両動線などを再検討し、スペースの効率化と周辺施設へのアクセス

性の向上を図ります。 

②－２ 市民の居場所となる広場を生み出す 

→駅前広場に空間的な余裕をつくりだし、市民が使うことのできるにぎわいの空間を設

けます。 

取組事項 

歩きやすい歩行空間の整備と周辺のまちへのつながりの強化 方針① 

 歩道と車道のバランスを整え、市民が居場所として過ごせる広場づくり 方針② 
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4 南口駅前広場の再整備方針 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 藤沢の資源（海が近い温暖な気候や、落ち着

いた豊かな暮らし、江の島や藤沢宿等の歴史

的資源等）も活かし、駅前広場のデザインと

して藤沢らしさを取り入れることで、全体的

な雰囲気も含めて魅力的な空間づくりを行い

ます。 

 湘南、藤沢の玄関口として、観光案内や藤沢

の魅力をアピールできるような機能づくりを

行います。 

 待ち合わせや来街者への目印となるようなシ

ンボル機能について検討を行います。 

③－１ 湘南の開放感を感じられる、藤沢の顔となる空間づくり 

→地上部においては開放感のある明るい駅前広場を目指します。 

→江の島道と、江ノ電旧路線の 2つの軸線をデザインに取り込むことで、湘南の海と

のつながりを感じられる、藤沢の顔となる空間づくりを目指します。 

③－２ 藤沢ならではの空間を演出する 

→藤沢の広い空やゆったりと流れる空気感を演出するため、集まる、座る、休む、緑

に触れる等ができるさまざまな仕組みを取り入れます。 

取組事項 

藤沢らしさ、特色が感じられる魅力的な空間づくり 方針③ 
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5 南口駅前広場の空間構成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）空間構成の方針 

南口駅前広場の再整備方針に基づき、空間構成の方針を次のように位置付けま

す。 

方針① 

歩きやすい歩行空間の整備と

周辺のまちへのつながりの強

化 

方針② 歩道と車道のバランスを整

え、市民が居場所として過ご

せる広場づくり 

方針③ 藤沢らしさ、特色が感じられ

る魅力的な空間づくり 快適で安全な歩行空間をつくると

ともに、地上の歩道空間と外周の

デッキの2層の歩行者ネットワー

クを昇降施設の整備等により強化

する 

外周のデッキは架け替え、あるい

は既存デッキを維持する 

開放感のある地上部つくる 

開放感のある地上部とするため、

外周デッキは再整備しない 

この両立を目指していく 

 

外周のデッキ機能は確保する 地上部の支障となるものは設置しない 

駅前広場に隣接するビルの建て替え等に合わせて 

民有地の中にデッキ通路を整備することができれば 

「地上の歩道空間と外周のデッキのネットワークを強化すること」 

と 

「開放感のある地上部をつくること」 

の両立が可能になる 

 地上部は広々として歩きやすい空間とする 

 まちのつながりが見えるようにする 

 デッキからもまちへのアクセスができるようにする 
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5 南口駅前広場の空間構成 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空間構成の方針図 凡例 

歩行者ネットワーク(デッキ) 

歩行者ネットワーク(地上) 

歩行者ネットワーク(地下) 
 

デッキ 役  割 

乗換デッキ 
鉄道間の乗換利便性の向上や南北のまちの連携強化等

に資する施設 

外周デッキ 
駅や駅前広場と周辺のまちへのつながりを強化する回

遊ネットワークを形成する施設 

 

デッキ部 

藤沢ならではの空間を演出
する仕組みを取り入れる 

まちの個性がにじみ出
す空間づくり 

外周デッキ 

湘南の開放感が感じられる
藤沢の顔となる空間 

乗換デッキ 

乗換デッキと外周デッキの役割 

市民の居場所となる 
質の高い滞留スペース
を創出 

歩行者空間を拡充し
心地よい空間へ 

交通機能の再整備を行い 
コンパクトな交通広場の実現 

地上部 
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5 南口駅前広場の空間構成 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地上部の基本的な考え方 

史的な変

（２）整備の基本的な考え方 

現状の公共交通の機能の維持を図りながら、公共交通中心のコンパクトな車道空

間とすることで、歩行空間を拡充し、歩いて心地よく、また市民の居場所となる質

の高い滞留空間の創出を目指します。 

※将来の整備の理想的な考え方を示したイメージ図で、広場の具体の配置や車道空間について示したものではありません。 

計画 

車道空間を公共交通中心にコンパクト化し、広い歩行者空間を確保 

します。 

現在の交通島の植栽帯は撤去し、歩行者空間に緑を配置します。 

現況 現況 
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5 南口駅前広場の空間構成 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※将来の整備の理想的な考え方を示したイメージ図で、広場の具体の配置や車道空間について示したものではありません。 

地上部の整備イメージ 

地上部の計画コンセプト 

 

実現に向けた主な取組 

  歩道を広げ、ゆとりある歩行者空間を創出する 

  一般車の流入を抑制し、公共交通中心の広場とする 

  歩行者と車両の動線を整理し、安全性の向上を図る 

 広場の外でも担える交通機能について、広場の外での配置を目指す 

南口駅前広場再整備の着手までには時間があるため、周辺ビル建て替えの時期を 

とらえて協議や調整を行い、官民が連携しながら広場の外でも担える交通機能を広場

外での配置を目指します。 

 交通機能の配置と交通処理、規制について取り組む 

広場の外で担える交通機能の配置の協議、調整の状況や荷捌き処理等を踏まえ、 

交通処理や規制についての調整や関係者との協議に取り組みます。 
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5 南口駅前広場の空間構成 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デッキ部の基本的な考え方 

 南口駅前広場におけるデッキの役割を交通結節点機能の強化に資する「乗換デッ

キ」と駅や駅前広場とまちとのつながりを高める「外周デッキ」の２つの機能に分

類し、交通結節点としての移動のしやすさとまちの回遊性を高めるデッキネットワ

ークの形成を目指します。 

現況 

計画 

乗換デッキは南北自由通路と一体となり南北連携、藤沢の交通結節点とし
て分かりやすい軸を形成します。 

外周デッキは駅とまちのにぎわいをつなぎ、回遊性の向上を図ります。 
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5 南口駅前広場の空間構成 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デッキ部の計画コンセプト 

 

実現に向けた主な取組 

 乗換デッキは南北連携強化、交通結節点としての軸の形成を目指す 

乗換デッキについては、鉄道間の乗り換え利便性の向上とともに、駅南北自由通路

と一体となり南北連携強化の軸の形成を目指し、十分な幅員とバリアフリーに配慮

したデッキ空間として駅前広場再整備工事に合わせ整備します。 

 外周デッキは官民連携したデッキネットワークの形成を目指す 

外周デッキは、駅周辺のまちのにぎわいや商業の再活性化に向けて、駅から人の流れ

を呼び込むこと及び駅前広場の快適性・開放感を向上させます。さらに駅からまちへ

のにぎわい及び回遊の波及づくりを目指し、ビルの建て替え等を契機として、民有地

内での段階的なデッキ整備を目指して、個々の建物の状況に配慮し調整を進めます。 

デッキ部の配置イメージ 

 歩道を広げ、ゆとりある歩行者空間を創出するため、民有地内でのデッキ整

備を目指す 

 にぎわいの連続性や回遊性・視認性の向上を図り、まちへのつながりを強化

するデッキネットワークや昇降施設を官民連携で整備することを目指す 

 藤沢ならではの、開放感のあるゆったりとした空間を演出するため、民有地

内でのデッキ整備を目指す 

外周デッキ 

乗換デッキ 
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【地上部（滞留空間）の整備イメージ】 

駅前広場地上部に創出する「滞留空間」は市民や来街者の居場所となる質の高い空間の形成を目指し検討を進めます。 

• 歩行者が広々とくつろぎ、時間を楽しめる空間 

• イベントスペースやオープンカフェ等、市民が求める機能を備えられる空間 

■大空間における滞留空間イメージ① 

■大空間における滞留空間イメージ② 

• 歩行者動線のクロスポイントであることを踏まえ、待合せ場所等として、広場とまちをつなぐ象徴的な空間 

• 大階段を継承し、見る、見られるの関係性をつくれる空間 

■小空間での滞留空間イメージ 

• 歩行者動線に沿った空間であることから、広場内やまちへの移動

の途中に休み、また緑にふれられるような、ほっとする空間 

ＯＤＡＫＹＵ湘南ＧＡＴＥ 

湘南藤沢オーパ 
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【デッキ部の整備イメージ】 

移動のしやすい乗換デッキの整備及び官民連携による外
周デッキネットワークの実現を目指し、検討を進めます。 

◇デッキの架け替えステップイメージ 

■乗換デッキイメージ ゆとりある乗換の動線を確保するとともに、イベント等で利活用 

■外周デッキイメージ 民有地内での整備により、にぎわいの連続性と地上部の開放感を演出 

外周デッキ 
乗換デッキ 

                   現況 ▶           南口工事中 ▶           乗換デッキ完成 ▶             デッキ撤去 

民地内で通路整備をする部分については、あら
かじめ位置や高さ等のルールについて合意形成
を図り、地区計画等で定める。 

・地上、乗換デッキの工事 
・昇降施設工事 

・地上再整備、乗換デッキ設置 
・昇降施設設置 
・ビルの建て替え 

・ビルの建て替え並びに動線整備完了に 
あわせ、外周デッキ（既存デッキ）を 

 撤去  

外
周
デ
ッ
キ
断
面
図 

    

外
周
デ
ッ
キ
平
面
図 
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【南口駅前広場 滞留空間の整備イメージ】 

 

【デッキ整備に向けた今後の取組内容・ステップイメージ】 

パブリックコメント等の実施 

本基本計画(案)の範囲 ↑ 

基本計画(案)作成後に調整・協議する範囲 ↓ 

計画の調整・協議 

 権利者、関係者へのヒアリング・協議の実施 

〇外周デッキの高さ：概ねの高さの合意 
(例)全体を一定の高さで設定あるいは建物ごとに高さを

設定等を想定 
〇外周デッキのつなぎ： 

道路部分のつなぎや既存デッキとのつなぎの合意 
(例)市が負担する等を想定 

〇外周デッキ整備に対する市の支援： 
公的な施設を整備することに対しての支援 
(例)容積率の緩和、補助金の交付、税の特例等を想定 

 

想定される主な課題・協議事項 

整
備 

計
画
の
調
整 

基
本
計
画 

設
計 

基本計画（素案） 

乗換デッキ 
EV/ESL 

 

基本計画(案)作成 

基本設計 
 

詳細設計 

関係者との調整 
デザイン等の検討

等 

乗換デッキ 
EV/ESL 

 工事 

合意形成が図られた場合 
合意形成が図られず、既存デッ
キの維持が困難となった場合 

高さ・ネットワーク等に
ついてのルールづくり 

外周デッキ 

建て替えに合

わせ順次整備 

計画の見直し 

外周デッキ 
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6 計画の実現に向けた推進方策及び事業スケジュール 

 

 

 

 

 

 

〇車道空間と交通機能の配置について 
• 駅前広場外での機能配置とゆとりある駅前広場空間の創出に向け、隣接街区 
やその周辺で担える機能について、交通事業者や隣接街区等の関係者との協議、
調整を行います。 

• 併せて、先進都市事例等も研究しながら、道路管理者及び交通管理者と協議、
調整を進めます。 

 
〇デッキについて 
（乗換デッキ） 

• 乗換デッキについては、拡幅整備を行う駅南北自由通路や駅舎と一体的な空 
間の形成を目指し、昇降施設の設置位置も含め関係者間での計画調整を行い、
整合を図ります。 

（外周デッキ） 
• 隣接するビルの関係者や権利者等に対し、ビル建て替え等の計画の有無や時
期等を確認するとともに、各ビルの実情に配慮しながら、民有地内でのデッ 
キ整備等の機能分担・連携の可能性について、十分に協議や調整を行います。 

• 民有地内でのデッキ整備及びビルの建て替えの促進を図るため、市として必
要な支援について、庁内関係部局との検討を行います。 

• 民有地内でのデッキ整備について、具体化できる可能性がある場合において、 
デッキの高さ、位置、維持管理等の基本的な事項や市による支援等について、
また既存のデッキとの接続等も含め、関係者間で総合的、具体的な検討や協 
議を行います。 

 

 

〇官民連携による駅前広場形成に向けたルール・仕組みづくり 
• 湘南・藤沢の顔・玄関口にふさわしい官民連携による駅前広場外も含めた機
能配置及び一体的空間形成に向け、検討・協議した事項を共有化し、継続し
て運用するために、共有すべき方針やルール、支援策等について事業者等関
係者との合意形成を図ります。 

 
〇駅前広場における湘南・藤沢の顔・玄関口にふさわしいデザインの導入 

• 駅前広場のデザイン、設計等に当たっては、将来像等の具現化を前提とした
検討を進めます。 

• 先行して整備する自由通路及び駅舎等と、湘南・藤沢の玄関口を一体感を持
って形成するために、継続的にデザインや機能等の連携・調整を図ります。 

 
〇滞留空間の利活用について 

• よりゆとりのある空間の形成に向け、駅前広場空間と隣接街区による連続し
た一体的な利用や運用の実現可能性についての検討や関係者との協議を行い
ます。 

• 駅前広場やまちとのつながり、にぎわいの創出を目指し、滞留空間の利活用
について、藤沢駅街区や北口と連携し、エリアマネジメントの導入等も含め
必要な事項の検討や協議を行います。 

 南口駅前広場の再整備については、整備着手までの期間が一定程度あることから、 
再整備までの時間を活用し、持続可能な開発目標（SDGs）も念頭に置いて、再整備方
針に基づいた各種協議や調整等を進め、計画の実現を目指します。 

【推進方策】 

１ 駅前広場の空間や機能の確保等に向けた検討・協議の実施 

２ 基本計画の実現に向けた取組 
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6 計画の実現に向けた推進方策及び事業スケジュール 

 

 

 

〇計画の見直し 
• 再整備方針に基づいた各種協議や調整等を進め、整備イメージの実現を目指
し検討や協議を進める中で、デッキ部の歩行者ネットワーク機能の維持が困
難になる等、再整備方針との整合が図られない状況や社会状況の変化等に伴
う課題が生じた場合等には、課題に応じて関係者間での調整を行うほか、計
画の見直し等の必要な検討を行います。 

 

 

 

 

事業は次の順序で進めて行きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画の見直し 

【事業スケジュール】 

自由通路 
  

  

南口駅前広場   

  

  

  
駅周辺地区の 

まちづくり 

 

調整・協議 

事業実施 設計 

   事業実施 設計 

調整・協議 

官民連携による検討や協議、ルールづくり まちづくりのルールの運用 


